







































































































た，といわれている（グロード 1986: 94–5, 99，社会福祉法人函館カリタ
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囲気が良くなった，といわれている（グロード 2002: 190, グロード 1986: 
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場もあった（社会福祉法人函館カリタスの園 2002: 185–6, 186, 182，グロ
















































































を果たしたこともあった（グロード 1996: 153，グロード 1986: 94–5, 99, 







































































性の謎に基づいていることを強調している（グロード 1996: 62, 60，グロ













数多くの海外研修の報告書は，その証しであろう（グロード 1996: 83, 

















ード 1986: 144, 49, 3–6，グロード 2002: 11，グロード 1996: 13, 58, 14，グ
ロード 2000: 94）。
　上述のような日本社会についての指摘の根底にはフランス人の人生観や
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価値観があると思われるが，福祉観，なかでも「行政と民間の役割」につ
いても，フランスの社会観や福祉国家観を垣間見ることができる。以下に
あげたグロード神父の指摘は，スウェーデン，そしてかつてのイギリスの
ような，行政が公的責任に基づいてサービスを提供する福祉国家像とは独
自の，補完性の原則に基づいて民間によるサービスの提供を尊重する，フ
ランスやオランダ，ドイツのような福祉国家像に基づいていると思われる。
　　　「行政は社会の事務局にすぎないもので，国民の生活はなるべく国
民で考え，背負うべきものなのです。行政は，国民の努力，国民の出
し合っている税金などを，より能率的に，より公平に活かす調整機関
であって，方針とか運営については民間の自主性を尊重すべきです」
（グロード 1986: 196）
　補完性の原則に基づいた福祉国家ではローカリズムに基づいた「分権」
が尊重されるのに対して，日本では民間部門の力を借りなければサービス
の提供が困難なのにもかかわらず，「補完性の原則」は市民権を認められず，
「官」主導の集権的な体質が残されている。グロード神父は，日本社会の
中で福祉の地位が低く，スペシャリストが少なくて，スペシャリストでは
なく事務職の行政職員が福祉を担当し，施設のトップになることの問題点
を指摘している（グロード 1996: 123）。
おわりに─今後の研究課題
　以上述べてきたように，旭ヶ岡の家は日本の高齢者福祉の「貧しさ」や
救貧的な高齢者福祉観に挑戦し，コミュニティ・オーガニゼーションやコ
ミュニティワークではなく，ボランティアや文化活動を通じて「福祉施設
と地域住民をつなげる役割」を果たした。それらがどのようにして函館市
キリスト教系高齢者福祉施設における文化活動と『つながり』の生成
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民の「価値観の転換」をすすめたかについては，「それいゆ」のバックナ
ンバーの分析を通じて，仮説を実証し，明らかにしたい。
　また本稿の執筆を通じて，文化活動とは文化的なプログラムを指すが，
そこには単なる文化ではなく社会構造，経済中心へのアンチテーゼも含ま
れていることがわかった。今後は，文化活動を通じた当事者と地域住民の
人格的な交流が共感と親密圏の形成につながり，地域住民の価値観に人格
性，人間の尊厳，連帯が芽生えた時に，「支え合い」だけではなく政策決
定にどのような展望が生じるかについて，「公共圏」と「公共性」という
観点から，研究を発展させたい。
注
１ 現在特別養護老人ホームは83人定員だが，短期入所枠の７名を加えて母数を
90人にすると個室の割合は下がる，というご示唆を市毛晋様よりいただいた。
また，設立時の定員は70人だが１割増すことができたとのことであった。
２ 市毛晋様からいただいた資料によると，アニメーターとは「生命や活力，関心，
魂を他者にふきこむ人」と説明されている。
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